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市民局地域活動推進課

　　　　　　　r地域づくり大学校」の修了生の活動事例を　　　1，

L　＿＿ホー今ぺ二穴鑓己重已　　＿∪
　横浜市では、地域活動の担い手を育成する取組として、「地域づくり大学校」（地域大）

をNPO法人等と協働で実施しており、その修了生から地域課題の解決や魅力づくりにっ

ながる様々な取組が生まれています。そこで、　　　　　生の　　　　　18　か　1

つまとめて　ホームページで　　します

　修了生が地域大を通して地域で実現したことや、コロナ禍で工夫しながら取り組んだ

事例などを紹介しています。こ　から地，　動を始めたいと　えている方のきっかけづ

くりや、　に地　で活動されている方の活動継続のヒントとなるよう作成していますの

で、ぜひご活用ください。

　　「地域づくり大学校」は、これから地域で活動したいと考えている市民の方や、自治会・各種

委嘱委員など地域で既に活動されている方が、活動事例の見学やグループワークを通じて、地域

の課題解決の手法やまちの魅力づくりを学び合う講座です。

　　（これまで、エムの市民の方に参加いただきました。（H26～R2））
　　※「地域づくり大学校」の名称は区ごとに愛称を設定しているため、実際の講座名はix：によって異なります。
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1　　　地域のいこいの場を目指す『環境活動』、情報誌やホームページ・SNS
I

1　　　等による『情報発信』、『多世代交流』ができるイベントの企画　など

1　　2ホームページ

1　事例の内輪以下のページからご覧いただけ紘　　‘
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　1掲載している事例

　　　認知症カフェ・こども食堂などの『交流・居場所』、『地域のボランティア組織』の立ち上げ、

、、一＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿一＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿一＿＿＿＿＿一＿一＿＿＿＿一＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿一’

掲載事例の一例　　　　　　　　　　　1
旭区の「輔川いこいの露づくり」1

（令和3年、第28回横浜環境活動賞　1

を受賞）　　　　　　　1
※写真は、中堀川プロムナード沿いの　1

フ・ンス踏元小学校騰樋の掲1
示作業を会貴皆で実施している様子。’
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～　ここが私たちのふるさと　道に愛称をつけて地域愛を深めよう　～

』虹区＿寺子屋みなみ（地区型※）】

　　　　「の　　プロジェ　ト　（　　31　4

・ 団体名：ふるさと創生の会／南永田山王台連合町内会

　　　　　（事業名：道の愛称プロジェクト）

・活動者の受講年度：平成30年度（第4期生）

・ メンバー数：33人

・ 活動実績：（平成31年4月に道の愛称プロジェクトニュース1号を

　　　　　発行し、現在8号まで発行。）

・ 活用制度：みなみ・ちからアップ補助金

まち歩きの様子

活動内

「道に愛称をつける活動を通じて、地域へのふるさと意識や愛着心を深めよう」という思いが地域で広

がる中、平成30年度に南永田山王台地区で「寺子屋みなみ」が開催されました。3回の講座では「まず

は、地域を歩いてみよう。」と30名程の参加者がまち歩きを体験。今まで気付かなかった小道を歩いた

り、素晴らしい景色を見たりと、改めて地域の魅力を知ることができました。

　卒業生がプロジェクトチームを結成し、まちの魅力や歴史を知ってもらうため、ワークショップを開

催し、広報誌やホームページで幅広く発信することで、地域の学校も参加するなど、多世代にプロジェ

クトが浸透し、盛り上がりを見せています。

　道の愛称を募集したところ、様々な世代から、300通近い応募がありましだ。コロナ禍で予定してい

たイベントを開催することができず、思うように活動が進まないこともありましたが、令和2年12月

末には、27の道の愛称が決定！今後は27の道をどのようなコースで歩くと面白いか、年代別、テーマ

別に歩くコースを検討したり、愛称のプレート作りを企画中です。

　「道の愛称プロジェクト］を通じて、地域が一体となり豊かなまちを創り出しています。

※区域全域を対象とした講座形式ではなく、地区連合町内会等の特定のエリアを対象に、その地区の課題

解決の取組を通じて、連携する団体や参加者を広げ、担い手の育成にっなげています。

7


